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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
促
進

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に

市
内
に
在
住
し
、
全
壊
な
ど
に
よ

り
家
屋
を
失
っ
た
人
た
ち
を
対
象

に
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

市
の
災
害
公
営
住
宅
は
、
市
内

４
地
区
６
団
地
に
60
戸
の
建
築
を

計
画
。
そ
の
内
、
迫
地
区
32
戸
に

つ
い
て
は
「
登
米
市
木
造
災
害
公

営
住
宅
建
設
推
進
協
議
会
（
齋
藤

司
会
長
）」
と
協
定
を
締
結
し
、

市
内
で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
ス
ギ

材
な
ど
を
多
く
使
用
し
た
木
造
住

宅
を
建
築
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

建
築
場
所
は
、
入
居
希
望
者
の

意
向
を
考
慮
し
、
迫
町
大
網
地
区

迫
、
東
和
、
中
田
、
豊
里

25
年
度
中
の
入
居
目
指
す

　

市
で
は
、
現
在
建
設
を
進
め
て

い
る
災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。
入
居
対
象
者

と
南
元
丁
地
区
の
２
団
地
に
32

戸
、
中
田
町
加
賀
野
地
区
に
９

戸
、
東
和
町
米
谷
の
日
面
地
区
２

団
地
に
９
戸
、
豊
里
町
横
町
地
区

に
10
戸
を
建
築
し
ま
す
。
入
居
予

定
が
65
歳
以
上
を
含
む
世
帯
が
過

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
各

団
地
と
も
歩
け
る
範
囲
で
日
常
生

活
に
支
障
の
な
い
地
区
を
選
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
迫
地
区
の
造
成
工

事
を
発
注
。
各
団
地
と
も
本
年
度

末
の
入
居
を
目
指
し
、
建
設
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
へ
の

入
居
者
を
募
集

は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
市
内
に

在
住
し
、
住
宅
を
失
い
自
力
で
の

住
宅
確
保
が
困
難
で
、
全
壊
や
大

規
模
半
壊
な
ど
に
よ
り
住
家
の
解

体
を
さ
れ
た
人
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。

　

対
象
者
に
は
こ
れ
ま
で
２
回
の

意
向
調
査
を
実
施
し
、
入
居
者
の

取
り
ま
と
め
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
意
向
調
査
か
ら
事
情
が
変
わ

り
入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
や
、
入

居
希
望
で
こ
れ
ま
で
申
し
込
み
を

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
な
ど
は
、

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
（
ア

パ
ー
ト
な
ど
）
に
入
居
し
、
そ
の

住
宅
が
解
体
な
ど
に
よ
り
継
続
入

居
が
困
難
と
な
り
転
居
し
た
場
合

も
、
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
建
築
係
）

☎
０
２
２
０
（
３
４
）
２
３
１
６

　

登
米
市
木
造
災
害
公
営
住
宅

建
設
推
進
協
議
会
は
、
市
内
の
建

設
業
協
会
、
建
設
職
組
合
、
製

材
所
、
森
林
組
合
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
協
議
会
は
、
震
災

で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
生
活
再

建
の
基
盤
と
な
る
災
害
公
営
住
宅

を
、
市
内
の
関
係
者
が
一
致
団
結

し
て
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
し
ま
し
た
。
登
米
市
の
気
候

風
土
と
調
和
し
た
温
か
な
木
造

市木造災害公営住宅
建設推進協議会

 事務局長

被
災
さ
れ
た
方
々
に
木
の
ぬ
く
も
り
で
癒
や
し
を

住
宅
を
提
供
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
で
す
。

　

木
の
住
ま
い
は
温
か
く
、
そ
の

香
り
が
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
心

を
癒
や
し
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に

地
域
の
木
材
を
使
う
こ
と
で
、
水

土
保
全
や
温
暖
化
防
止
と
い
っ
た

森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
も

寄
与
し
ま
す
。

　

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
一
日
も
早
く
落
ち
着
い
た
暮
ら

し
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
協
議
会
の
力
を
結
集
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

構造：木造平屋建て（２ＬＤＫ）／入居人数：１～３人程度／延床面積：
57.96㎡ 構造：木造２階建て（３ＬＤＫ）／入居人数：３～５人程度／延
床面積：81.14㎡

平屋建て

２階建て
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三　浦　　　牧
まき

豊里町（白鳥） 107

及　川　きみよ 中田町（新町） 106

鈴　木　たまよ 中田町（大柳） 105

佐　藤　トメ子
こ

米山町（野手谷地） 103

高　橋　すてを 南方町（梶沼） 103

小　竹　喜
き

　惠
え

南方町（高石） 103

佐々木　とめの 米山町（野手谷地） 103

鈴　木　千
ち

　代
よ

津山町（小川町） 103

菅　原　やい子
こ

石越町（第十二） 103

及　川　みはる 南方町（狼掛） 102

髙　橋　つや
こ

迫町（新町） 102

髙　橋　あさよ 豊里町（新町） 102

赤　松　キミヲ 東和町（米谷１区） 102

菅　原　てる子
こ

東和町（米谷８区） 102

阿　部　さつき 東和町（米谷５区） 101

千　葉　ヒロエ 東和町（米谷８区） 101

三　浦　やす子
こ

東和町（米川２区） 101

及　川　よしの 中田町（新小路） 101

西　條　カメヨ 津山町（黄牛町） 101

中　澤　静
しず

　子
こ

登米町（鉄西） 101

名　生　せいす 迫町（山の上） 101

後　藤　四
し

　郎
ろう

中田町（長崎） 101

佐々木　あきの 迫町（錦東） 101

千　葉　トモエ 中田町（長崎） 101

千　葉　みきを 中田町（茶畑） 101

佐々木　はるの 南方町（北本郷） 101

遠　藤　
し

つを 迫町（大網西） 101

大　泉　は　る 中田町（寺山） 101

髙　橋　ふみ
こ

石越町（第四） 100

主　藤　チヨ
こ

米山町（江浪） 100

川　嶋　みつ子
こ

迫町（八日町） 100

鎌　田　か　ち 迫町（江合） 100

佐　藤　あや
こ

登米町（金沢山） 100

真　山　とよの 迫町（上沢） 100

星　　　し　ん 迫町（三方島） 100

佐々木　ほさし 津山町（横山４区） 100

鈴　木　ちや子
こ

米山町（朝来） 100

山　田　ちい
こ

米山町（斎藤） 100

星　　　清
きよ

　志
し

迫町（茂栗） 100

小野寺　ヨシヱ 迫町（赤沼） 100

宮　川　コマツ 東和町（錦織１区） 100

千　葉　は　な 迫町（内町） 100

佐々木　トキコ 迫町（錦西） 100

伊　藤　一
いち

　二
じ

豊里町（竹花） 100

佐　藤　みつえ 米山町（朝来） 100

菅　原　カツメ 東和町（米川８区） 100

中　内　清
せい

　彌
や

津山町（柳風園） 100

守　屋　あや子
こ

迫町（大浦） 100

伊　藤　ちよの 登米町（八丁田） 100
※名簿は平成25年9月15日現在のもの。年齢は平成26年３月31日現在で、
　100 歳以上の方を掲載（本人および家族から了承をいただいた方のみ）

－敬称略－

年度 人口（人） 高齢者数
（人）

高齢化率
（％）

平成20 88,277 24,363 27.6

　　21 87,087 24,328 27.9

　　22 86,289 24,160 28.0

　　23 85,611 23,634 27.6

　　24 85,304 23,585 27.6

　　25 84,384 23,878 28.3

登
米
市
の
高
齢
者
数
と
高
齢
化
率

　

市
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
割
合
）
は
、
平
成
25
年
３

月
末
現
在
で
28
・
３
％
と
高
い
割
合
を
示
し

て
い
ま
す

。
今
後
は
団
塊
の
世
代

が
一
斉
に
65
歳
以
上
の
高
齢
期
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、
高
齢
化
は
急
速
に
進
む
も
の
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
、
生
活
水
準
と
医
療
技
術
の
向
上

に
よ
っ
て
「
長
寿
化
」
の
時
代
と
な
っ
て
お

り
、
健
康
で
自
立
し
て
暮
ら
す
健
康
長
寿
者

が
増
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
経
験
・
知
識
・

技
能
を
持
っ
た
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と
は

大
変
喜
ば
し
く
、
社
会
全
体
の
活
力
を
維
持

す
る
た
め
に
も
高
齢
者
の
力
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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劇団ドリーム☆キッズ公演

起業家育成塾で修了式

　

市
で
は
、
災
害
時
の
応
援
協
定

を
、
社
会
福
祉
法
人
恵
泉
会
（
千

葉
捷か

つ
ろ
う郎
理
事
長
）、
医
療
法
人
財

団
姉
歯
松
風
会
（
姉
歯
秀し

ゅ
う

平へ
い

理

事
長
）
と
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
ま
し

た
。
締
結
式
は
８
月
20
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
大
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
、
身
体
障
害
や
知
的
障
害
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
な

　

市
で
初
め
て
の
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

野
球
チ
ー
ム
「
登
米
シ
ニ
ア
」
が
、

東
日
本
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
活

躍
し
ま
し
た
。

　

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
は
硬
式
野
球
を

扱
う
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
の

チ
ー
ム
の
こ
と
。
登
米
シ
ニ
ア
は

２
年
前
、
当
時
中
学
１
年
だ
っ
た

市
内
の
中
学
生
で
結
成
。
現
在
は

３
年
生
に
な
っ
た
生
徒
10
人
で
各

ど
要
援
護
者
の
避
難
施
設
と
し
て

２
法
人
が
所
有
す
る
社
会
福
祉
施

設
な
ど
を
使
用
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
締
結
に
よ
り
、
恵
泉
会

が
所
有
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
市
内
15
施
設
、
姉
歯
松
風
会
が

所
有
す
る
「
な
ご
み
の
里
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
石
越
町
）」
が
要
援

護
者
の
避
難
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

種
大
会
な
ど
に
出
場
し
、
技
術
を

磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
６
月
に
大
崎
市
の
鹿

島
台
サ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
東
北
大
会
（
54

チ
ー
ム
出
場
）
で
ベ
ス
ト
８
入

り
。
８
月
８
日
か
ら
山
形
市
の
天

童
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場
な

ど
で
開
催
さ
れ
た
東
日
本
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

２
法
人
と
災
害
時
応
援
協
定

登
米
シ
ニ
ア
が
東
日
本
大
会
出
場

　

中
田
町
の
宮
石
運
輸
株
式
会
社

で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
市
に
消
防
団
広

報
連
絡
車
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

受
納
式
は
８
月
６
日
に
市
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
宮
石

運
輸
の
後
藤
益ま

す

美み

代
表
取
締
役
が

布
施
孝
尚
市
長
に
広
報
連
絡
車
の

目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
布
施
市

長
は
「
広
報
連
絡
車
は
、
広
く
市

　

市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
に

つ
い
て
、
市
民
の
視
点
か
ら
評
価

す
る
行
政
評
価
の
外
部
評
価
が
、

８
月
６
、
19
の
２
日
間
、
市
役
所

迫
庁
舎
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

外
部
評
価
は
、
市
が
実
施
し
て

い
る
事
業
を
市
民
の
視
点
か
ら
評

価
し
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
つ

い
て
助
言
を
い
た
だ
く
取
り
組
み

民
の
皆
様
に
情
報
を
伝
達
す
る
こ

と
が
可
能
。
防
災
無
線
に
よ
る
情

報
伝
達
を
広
報
連
絡
車
で
カ
バ
ー

し
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
な
地

域
づ
く
り
を
進
め
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
広
報
連
絡
車
は
軽

自
動
車
バ
ン
タ
イ
プ
の
四
輪
駆
動

車
。
消
防
本
部
が
管
理
し
、
消
防

団
九
つ
の
支
団
で
活
用
し
ま
す
。

で
す
。
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
行
政
評
価
委
員

会
委
員
５
人
に
よ
り
市
の
六
つ
の

基
本
事
業
を
評
価
、
事
業
が
、
よ

り
上
位
の
目
的
に
沿
っ
て
有
効
に

機
能
し
て
い
る
か
な
ど
が
検
証
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
実
施
さ
れ
た
外

部
評
価
の
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

宮
石
運
輸
㈱
が
広
報
車
寄
贈

25
年
度
外
部
評
価
を
実
施

　

市
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
し
て
い

る
子
ど
も
劇
団
「
ド
リ
ー
ム
☆

キ
ッ
ズ
」
の
公
演
が
、
９
月
15
、

16
の
２
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
演
は
毎
年
１
回
、
登
米
祝
祭
劇

場
を
会
場
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、今
年
で
11
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

台
風
18
号
の
影
響
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
２
日
間
で
約

　

農
業
の
起
業
家
を
育
成
し
よ
う

と
今
年
６
月
に
開
講
し
た
「
登
米

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
家
育
成
塾

（
塾
長
＝
伊
藤
房
雄
東
北
大
大
学

院
教
授
）」
が
、
４
カ
月
に
及
ぶ

全
日
程
を
終
え
、
９
月
11
日
に
迫

町
内
の
ホ
テ
ル
で
修
了
式
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、塾
生
の
ほ
か
、

地
元
農
業
団
体
や
行
政
機
関
、
企

業
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
約
70
人

１
０
０
０
人
の
人
た
ち
が
子
ど
も

た
ち
の
演
技
を
見
に
会
場
を
訪
れ

ま
し
た
。登
米
市「
子
ど
も
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」
を
支
え
る
会
代
表
の
佐

藤
千ち

え

こ

惠
子
さ
ん
（
登
米
町
三
日

町
）
は
「
今
年
は
メ
ン
バ
ー
が
大

幅
に
入
れ
替
わ
り
、
と
て
も
心
配

し
て
い
た
が
、
本
番
で
は
素
晴
ら

し
い
演
技
を
披
露
し
て
く
れ
た
」

と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

修
了
式
で
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
24

人
の
塾
生
を
代
表
し
10
人
が
事
業

計
画
な
ど
を
発
表
。
地
元
経
済
界

の
関
係
者
ら
が
審
査
員
を
務
め
、

講
評
や
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
、

伊
藤
塾
長
か
ら
塾
生
全
員
に
修
了

証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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国
は
、
平
成
24
年
８
月
に
「
子

ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」（
※
１
）

を
制
定
し
ま
し
た
。
新
制
度
の
基

本
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を

社
会
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
。
子

ど
も
・
子
育
て
家
庭
の
状
況
に
応

じ
て
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
な

が
ら
、
全
て
の
子
ど
も
に
対
し
質

の
高
い
教
育
、
保
育
を
提
供
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
保
育
の
量
的
拡
大

と
確
保
、
保
護
者
に
対
す
る
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
」
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

本
市
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
子
育

て
の
状
況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
事
業
計
画
の
策

定
な
ど
、
新
制
度
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提

供

幼
稚
園
と
保
育
所

の
良
さ
を
併
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど

も
園
」（
※
２
）
の
普
及
を
進
め

ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
は
、
保
護

者
の
就
労
状
況
に
関
わ
ら
ず
利
用

で
き
る
ほ
か
、
保
護
者
の
就
労
状

況
が
変
化
し
て
も
継
続
し
て
利
用

で
き
ま
す
。地

域
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
充
実地

域
の
子
育
て
拠

点
施
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
、
一
時
預
か
り
の
増
加
を
図

る
な
ど
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
の
財
政
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

保
育
の
量
的
拡
大
・

確
保

▼
待
機
児
童
の
解

消
＝
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
保
育
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
、
保
育

所
や
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
を
計

画
的
に
整
備
し
ま
す
▼
地
域
の
保

育
を
支
援
＝
子
ど
も
が
減
少
し
て

い
る
地
域
で
は
、
少
人
数
の
保
育

施
設
な
ど
の
安
定
的
な
運
営
を
支

援
し
ま
す

　

現
時
点
で
は
平
成
27
年
４
月
か

ら
本
格
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
実
施
に
つ
い
て
は
消
費

税
が
財
源
の
一
部
と
し
て
予
定
さ

な
り
ま
す
。

　

教
育
・
保
育
施
設
の
利
用
定
員

の
設
定
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
関
す
る
施
策
の
推
進
、
新
制
度

の
事
業
計
画
の
策
定
や
変
更
な
ど

に
つ
い
て
関
係
者
の
意
見
を
聴
く

た
め
、「
登
米
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
を
設
置
し
ま
す
。
会
議

の
構
成
員
は
、子
ど
も
の
保
護
者
、

子
育
て
支
援
関
係
者
、
社
会
福
祉

関
係
者
、教
育
関
係
者
な
ど
で
す
。

　

新
制
度
ス
タ
ー
ト
ま
で
の
検
討

と
ス
タ
ー
ト
後
の
事
業
推
進
な
ど

を
図
る
た
め
、
今
年
６
月
に
は
、

内
部
組
織
と
し
て
市
長
を
本
部
長

と
す
る
「
登
米
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
検

討
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
る
た
め
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
の
詳
細
な
部
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
国
の
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
で
検
討
し
て
い
る

状
況
で
、
そ
の
大
部
分
は
、
平
成

25
年
度
中
に
政
省
令
に
よ
り
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

新
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
」（
※

３
）
や
「
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
」（
※
４
）
な
ど
を
計

画
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

教
育
・
保
育
・
子
育
て
支
援
の

「
現
在
の
利
用
状
況
」
や
ど
の
程

度
の
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
か（
ニ
ー
ズ
）を
把
握

し
、
今
後
の
「
量
の
見
込
み
」
を

算
出
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
の

保
護
者
と
就
学
児
の
保
護
者
を
対

象
に
、
無
作
為
抽
出
で
11
月
中
旬

頃
に
調
査
票
を
配
布
す
る
予
定
で

す
。
配
布
さ
れ
た
場
合
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
を
基
に
、

平
成
26
年
度
に
は
「
登
米
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
仮

称
）」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
事

業
計
画
は
、
国
が
定
め
る
基
本
指

針
に
基
づ
き
計
画
的
に
給
付
・
事

業
実
施
す
る
た
め
、
５
年
を
一
つ

の
期
間
と
し
た
新
制
度
の
根
幹
と

❶

❷

❸

　

市
教
育
委
員
会
で
は
作
文
・
論

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市
民
皆
さ

ん
に
市
の
教
育
に
対
す
る
関
心
を

高
め
て
も
ら
い
、
教
育
の
在
り
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
い
た

だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
進
展

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

市
内
の
小
学
生
以

上
の
人

▼
小
学

生
低
学
年（
１
〜
３
年
生
）
の
部

❶
作
文
テ
ー
マ
＝「
楽
し
い
給
食
・

お
い
し
い
給
食
」
❷
原
稿
量
＝

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程

度
▼
小
学
生
高
学
年（
４
〜
６
年

生
）
の
部
❶
作
文
テ
ー
マ
＝
「
私

の
尊
敬
す
る
人
・
好
き
な
人
」
❷

原
稿
量
＝
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
程
度
▼
中
学
生
の
部
❶
作

文
テ
ー
マ
＝
「
部
活
動
で
得
た
も

の
」「
今
す
べ
き
こ
と
・
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
❷
原
稿
量

＝
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚

程
度
▼
一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

❶
論
文
テ
ー
マ
＝
「
望
ま
し
い
地

域
と
学
校
の
か
か
わ
り
」「
現
代

の
教
育
に
必
要
な
も
の
」
❷
原
稿

量
＝
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
５

枚
程
度
▼
教
職
員
の
部（
個
人
・

団
体
を
問
い
ま
せ
ん
）
❶
研
究
論

文
テ
ー
マ
＝
自
由
❷
原
稿
量
＝
自

由※
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
※
応
募
作
品
は
原

則
返
却
し
ま
せ
ん
。

「
作
品
応
募
用
紙
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品
の

前
面
に
張
り
付
け
て
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。「
作
品
応

募
用
紙
」
は
、
教
育
委
員
会
教
育

総
務
課（
中
田
庁
舎
３
階
）に
備
え

付
け
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
小
・
中
学
生
の
部
と
教

職
員
の
部
に
つ
い
て
は
、
学
校
を

通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
20
日（
金
）

▼
小
学
生
低
学
年
の
部
、

小
学
生
高
学
年
の
部
＝
賞
状
と
図

書
券（
７
千
円
、
５
千
円
、
３
千

円
）▼
中
学
生
の
部
＝
賞
状
と
図

書
券（
１
万
円
、７
千
円
、５
千
円
）

▼
一
般
の
部
、
教
職
員
の
部
＝
賞

状
と
賞
金
（
３
万
円
、
２
万
円
、

１
万
円
）

※
入
賞
結
果
は
「
広
報
と
め
」
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
（
総
務
係
）

〒
９
８
７
―
０
６
０
２　

登
米
市

中
田
町
上
沼
字
西
桜
場
18
番
地

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

『
教
育
』を
テ
ー
マ
に
作
文・論
文
を
募
集
し
ま
す
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◆迫町域

◆東和町域

◆中田町域

◆豊里町域

◆米山町域

◆石越町域

◆南方町域

◆津山町域

期日前投票所設置場所 開設期間 開設時間

迫 登米市役所（大会議室） 10月 11日～
10月 26日

午前8時 30分
～午後8時 

登米 登米総合支所（庁議室）

10月 18日～
10月 26日

午前8時 30分
～午後7時

東和 東和総合支所（会議コーナー）

中田 中田保健福祉会館（事務室）

豊里 豊里公民館（会議室）

米山 米山総合支所（第１会議室）

石越 石越総合支所（ロビー）

南方 南方総合支所（ラウンジ）

津山 津山老人福祉センター（健康相談室）

投
票
で
き
る
人

平
成
25
年
７
月
９
日
以
前
か
ら

　

登
米
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る

　

人平
成
５
年
10
月
28
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人（
満
20
歳
以
上
）

投
票
所

   

投
票
所
は
、

の
と

お
り
で
す
。

　

投
票
所
入
場
券
を
ご
確
認
の

上
、
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の

用
事
で
投
票
が
で
き
な
い
場
合

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
入
場

券
※
投
票
入
場
券
は
個
人
に
ハ
ガ

キ
で
郵
送
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　

指
定
さ
れ
た
施
設（
病
院
や
施

設
）に
入
院（
入
所
）し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
施
設
の
職

員
、
ま
た
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ

市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
９
８

◆登米町域

り
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
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平成 25 年 11 月１日（金）～ 11 月 22日（金）
※月曜日から金曜日までの午前８時 30 分から午後５時
　15 分まで（祝日を除く）

各総合支所市民課（市民係）
保護者などが次の事由により、家庭でお子

さんの保育ができない場合に入所することができます。
❶家庭外に就労している❷家庭内で仕事（家業や内職な
ど家事以外の仕事）をしている❸妊娠中（産前２カ月、
産後３カ月の場合❹病気などでお子さんの保育ができな
い場合❺家庭で長期にわたる病人や心身に障がいのある
人を看護している❻火災や天災などの災害に遭い、家屋
を失ったり破損したりしたため、その復旧中である❼市
長が前各号に類する状態にあると認める場合

用紙は、各総合支所市民課に
備え付けています。❶保育所入所申込書❷家族調書・入
所関係事項・税申告などの扶養親族確認表❸両親・祖父
母の就労証明書❹申立書（その他添付書類）❺お子さん
の健康・発育状況について❻両親・祖父母の平成 25 年
分の収入・課税状況が確認できる書類（源泉徴収票、申
告書の写しなど）❼お子さんの保険証の写し
※申し込み時に提出できない場合は、準備ができ次第申
　込書を提出した支所窓口に提出してください。
※保育料算定については、世帯によって生計維持困難と
　判断される場合には、税扶養の有無に関係なく、同居
　する祖父母の課税額も含まれます。

※平成 25 年１月１日現在で、　市内に住所を置いてい
　なかった人については、前住所地の市区町村が発行
　する平成 25 年度市区町村民税の課税証明書
❽保護者が妊娠中、出産後、病気療養中であったり、
同居の障がい者などを看護している場合は、それが確
認できる書類❾就労以外の理由で保育を必要とする場
合、それが確認できる書類10同居親族に障がい者など
がいるときは手帳などの写し※保育料が減額になる場
合があります。11そのほか特に申し立てたい事項（証
明書などを提出できない理由など）がある場合は、申
立書

家庭状況を調査し、登米市保育所入所
判定会議で入所適否審査後に入所を決定します。入所
の可否については、２月上旬に通知します。なお、入
所希望日が平成 26 年 6 月以降の場合は、希望日の約
１カ月前での審査となります。
※平成 25 年度分の申し込みをしている場合も新たに
　26 年度分の申し込みが必要です。
※第１希望の保育所（園）への申込者数がその施設の定
　員を上回る場合、第２・第３希望の保育所（園）に入
　所してもらう場合がありますので、ご了承ください。

福祉事務所子育て支援課（子育て支援係）
☎ 0220（58）5562
※保育内容については、直接保育所（園）にお問い合わ
　せください。

10 月 1 日（火）～ 21 日（月）
※各幼稚園に直接お申し込みください。

4,000 円（1 世帯から２人以上入園する
場合は、2人目以降半額）

随時受け付けています。月額 3,500 円
教育委員会学校教育課（学事係）

☎ 0220（34）2679
※詳細については、各幼稚園にお問い合わせください。

随時受け付けています。時間や料金につ
いては、お問い合わせください。
※詳細については、各幼稚園にお問い合わせください。

　平成 26 年度小学校入学予定の児童を対象に、就学
時健康診断を実施します。対象児童の保護者には、個
別に通知します。

午後 1時 30 分～（受付時間は午後 0時 30 分）
内科・眼科・耳鼻科・歯科
教育委員会学校教育課（学事係）

☎ 0220（34）2679

◉ ◉
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【

次
の
「
対
象
者
」

の
公
共
下
水
道
、農
業
集
落
排
水
、

浄
化
槽
の
受
益
者
負（
分
）
担
金

を
、
減
免
割
合
の
区
分
に
応
じ
て

減
免
し
ま
す（
既
に
納
付
済
み
の

負（
分
）担
金
は
還
付
し
ま
す
）。

❶
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
、
市
設
置
型
浄
化
槽

の
受
益
地
に
住
宅
を
建
て
、
大
震

災
で
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
受
益
者
（
全
壊
ま
た
は
大

規
模
半
壊
と
す
る
）

❷
り
災
証
明
書
に
よ
り
住
宅
が
、

全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
と
判
定

さ
れ
、
同
じ
土
地
ま
た
は
新
た
な

土
地
で
、
新
築
な
ど
に
よ
り
受
益

を
受
け
る
人（
市
外
で
被
災
し
、

そ
の
後
市
内
に
住
所
を
移
し
た
上

記
に
該
当
す
る
人
や
、
上
記
に
該

当
す
る
人
で
こ
れ
ま
で
に
申
請
を

し
な
か
っ
た
人
）

【

平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
建
設
部
下
水
道
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
た
な
土
地
に
新
築
の
場
合
＝

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
排
水

設
備
設
置
の
申
請
を
し
た
人  

▼
同
じ
土
地
に
新
築
な
ど
の
場
合

＝
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
新

設
ま
た
は
改
修
な
ど
の
排
水
設
備

設
置
申
請
を
し
た
人

※
期
日
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
人

　

は
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
の

　

で
、
下
水
道
課
ま
で
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

建
設
部
下
水
道

課☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
５
９

⑴

⑵

　伊澤晃
あきら

さんの後任に、９月

５日付で登米吉田土地改良区の

佐々木　市さん（米山町・新田）

が選任されました。任期は平成

26年７月 23日までです。

市農業委員会委員（団体推薦・
登米吉田土地改良区）

　
「
傾
聴
」
と
は
、
相
手
の
話
を

じ
っ
く
り
聴
き
受
け
と
め
る
こ

と
、
相
手
の
存
在
を
認
め
る
こ
と

で
す
。
市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
大
切
に

考
え
る
人
た
ち
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
お
互
い
に
支
え
合
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
た
め
「
傾
聴
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

仙
台
傾
聴
の
会
代
表
・

森
山
英え

い

子こ

氏南方
庁
舎
２
階（
大
会
議

室
）

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
を
応
援
し
た
い
人（
先
着
30
人
）

電
話

10
月
18
日（
金
）

市

民
生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保

健
係
）　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

■

　

総
務
省
で
は
、
10
月
21
日（
月
）

か
ら
27
日（
日
）ま
で
の
１
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
へ
の
意
見
、
要
望
な
ど
の
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
お

手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
左
記
の
日
程
で
特

設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政

相
談
委
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　

　

各
地
で
古
く
か
ら
種
を
採
取
し

て
栽
培
さ
れ
て
き
た
在
来
品
種
の

野
菜
は
、
経
済
効
率
優
先
の
風
潮

の
中
、
多
く
が
消
滅
し
て
い
る
一

方
、
近
年
、
そ
の
価
値
が
再
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
登
米

市
と
し
て
も
長
い
歴
史
の
中
で
伝

え
ら
れ
て
き
た
〝
地
も
の
〞
の
価

値
を
再
認
識
し
、「
登
米
市
伝
統

野
菜
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

在
来
野
菜
の
ほ
か
、
伝
統
農
法
や

伝
統
料
理
、
食
に
ま
つ
わ
る
風
習

な
ど
も
地
域
の
貴
重
な
資
源
と
し

て
調
査
し
、
存
続
に
向
け
た
施
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
市
内
で
作
付
け
さ

れ
て
い
る
在
来
野
菜
な
ど
の
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
迫

町
北
方
地
区
の
「
観か

ん

音の
ん

寺じ

セ
リ
」

や
、
石
越
町
の
「
長な

げ

た
下
田
う
り
」

な
ど
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
左
記
の
こ
と
に
関
わ
る
こ
と

で
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

❶
市
内
で
「
ず
だ
ね（
地
種
）」
を

採
っ
て
野
菜
を
作
付
け
し
て
い
る

人
や
集
落
の
情
報

❷
市
内
で
伝
統
農
法
を
続
け
て
い

る
方
の
情
報（
例
＝
馬
耕
、
養
蚕

な
ど
）

❸
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
料
理
や
、

食
に
ま
つ
わ
る
風
習
に
関
す
る
情

報（
例
＝
「
こ
の
家
で
は
に
ん
に

く
を
植
え
る
と
災
い
が
起
き
る
」

な
ど
）

事
務
局
（
産
業
経
済

部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

ＦＡＸ
０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死brand@
city.tom

e.m
iyagi.

jp

▶

　

❶

❷

☎
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長
沼
ダ
ム
建
設
事
業
は
い
よ
い
よ

大
詰
め
を
迎
え
、今
年
10
月
か
ら「
試

験
湛た

ん

水す
い

」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

試
験
湛
水
で
は
、
ダ
ム
に
水
を
試
験

的
に
た
め
、ダ
ム
本
体
や
放
流
設
備
、

貯
水
池
周
辺
な
ど
に
問
題
が
な
い
か

を
確
認
し
ま
す
。

　

長
沼
ダ
ム
の
試
験
湛
水
で
は
、
貯

水
位
を
平
常
時
よ
り
約
４
㍍
（
洪
水

時
最
高
水
位
）ま
で
上
昇
さ
せ
た
後

に
、最
低
水
位
ま
で
低
下
さ
せ
ま
す
。

洪
水
時
最
高
水
位
と
は
、
洪
水
時
に

一
時
的
に
ダ
ム
に
た
め
る
こ
と
が
で

き
る
最
高
の
水
位
の
こ
と
で
す
。
今

回
の
試
験
湛
水
で
水
を
た
め
る
量
は

２
１
５
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。
東
京

ド
ー
ム
約
17
杯
分
の
量
に
な
り
ま

す
。

　

一
般
的
な
ダ
ム
の
試
験
湛
水
で

は
、
ダ
ム
の
上
流
か
ら
の
自
然
流
入

に
よ
っ
て
水
位
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

た
だ
し
、
長
沼
ダ
ム
の
場
合
は
そ
の

特
性
か
ら
、
仮
設
の
大
型
水
中
ポ
ン

プ
を
使
用
し
て
迫
川
の
水
を
長
沼
に

く
み
上
げ
て
実
施
し
ま
す
。
試
験
湛

水
の
完
了
時
期
は
迫
川
の
水
量
に

よ
っ
て
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
平

成
26
年
３
月
ま
で
完
了
す
る
見
込

み
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
は
、
長
沼
内

を
通
る
市
道
立
戸
小
友
線
は
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。

　

試
験
湛
水
期
間
中
は
、
何
か
と

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
東
部
土
木
事

務
所
登
米
地
域
事
務
所
（
長
沼
ダ

ム
建
設
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
２
１
６

福島第一原子力発電所事故に伴う市内放射線の測定結果
市では、市民の安全・安心を確保するため、学校や生活環境などで空間放射線の測定をしましたので、
その結果をお知らせします。

測定方法／地上1㍍（幼稚園・小学校：地上50㌢）　 測定機器：簡易測定器　 単位：マイクロシーベルト毎時（1時間当りの放射線量）
町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考 町域 測定場所 測定日 天気 測定値 備考

迫

森小学校 9月　9日 晴れ 0.06

中田

諏訪公園 8月 28日 晴れ 0.06
森幼稚園 9月　9日 晴れ 0.06 宝江ふれあいセンター 8月 28日 晴れ 0.05
佐沼小学校 9月　9日 晴れ 0.07 浅水ふれあいセンター 9月　4日 晴れ 0.07
佐沼幼稚園 9月　9日 晴れ 0.06 中田海洋センター 9月　4日 晴れ 0.05
佐沼中学校 9月　9日 晴れ 0.07 石森ふれあいセンター 9月　4日 雨 0.07
東佐沼幼稚園 9月　9日 晴れ 0.06 中田生涯学習センター 9月　4日 雨 0.07
北方小学校 9月　9日 晴れ 0.08 石ノ森章太郎ふるさと記念館 9月　4日 雨 0.05
北方幼稚園 9月　9日 晴れ 0.05 中田総合体育館 8月 28日 晴れ 0.06 室内
新田小学校・新田中学校 9月　9日 晴れ 0.05

豊里

豊里幼稚園 9月　5日 曇り 0.06
新田幼稚園 9月　9日 晴れ 0.05 豊里小・中学校 9月　5日 曇り 0.08
歴史博物館 9月　2日 曇り 0.04 豊里公民館 9月　5日 曇り 0.05
迫公民館 9月　2日 雨 0.06 豊里多目的広場 9月　5日 曇り 0.06
市民プール 9月　2日 雨 0.06 平筒沼農村文化自然学習館 9月　5日 曇り 0.07
視聴覚センター 9月　2日 曇り 0.07 豊里運動公園 8月 29日 晴れ 0.06
光ヶ丘球場 9月　2日 曇り 0.06

米山

米山東幼稚園 9月　6日 晴れ 0.07
梅ノ木グリーンパーク 9月　2日 曇り 0.05 米山東小学校 9月　6日 晴れ 0.07
大東公園 9月　9日 晴れ 0.05 米岡小学校 9月　6日 晴れ 0.07
迫図書館 9月　9日 晴れ 0.06 米山中学校 9月　6日 晴れ 0.06
迫海洋センター 9月　9日 晴れ 0.05 中津山小学校 9月　6日 晴れ 0.05
新田総合運動場 9月　9日 晴れ 0.06 米山西幼稚園 9月　6日 晴れ 0.06
迫武道館 9月　9日 晴れ 0.05 善王寺コミュニティセンター 9月　6日 晴れ 0.06

登米

登米幼稚園 9月 10日 晴れ 0.05 吉田公民館 9月　6日 晴れ 0.04
登米小学校 9月 10日 晴れ 0.08 吉田運動場 9月　6日 晴れ 0.05
登米中学校 9月 10日 晴れ 0.07 米山公民館 8月 30日 曇り 0.05
警察資料館 9月 10日 晴れ 0.07 米山海洋センター 8月 30日 曇り 0.05
高倉勝子美術館 9月 10日 晴れ 0.05

石越

石越幼稚園 9月　4日 雨 0.09
登米総合運動公園 9月 10日 晴れ 0.07 石越小学校 9月　4日 雨 0.08
教育資料館 9月　3日 曇り 0.08 石越中学校 9月　4日 雨 0.06
伝統芸能伝承館 9月　3日 曇り 0.07 石越公民館 8月 28日 晴れ 0.07
登米総合体育館 9月　3日 曇り 0.06 石越総合運動公園 8月 28日 晴れ 0.07
登米公民館 9月　3日 曇り 0.06

南方

西郷幼稚園 9月　5日 雨 0.07

東和

米谷幼稚園 9月 10日 晴れ 0.07 西郷小学校 9月　5日 雨 0.06
米谷小学校 9月 10日 晴れ 0.08 東郷幼稚園 9月　5日 曇り 0.07
米川小学校 9月 10日 晴れ 0.07 東郷小学校 9月　5日 曇り 0.06
錦織小学校 9月 10日 晴れ 0.06 南方幼稚園 9月　5日 雨 0.06
東和中学校 9月 10日 晴れ 0.08 南方小学校 9月　5日 雨 0.06
米川公民館 9月 10日 晴れ 0.12 南方中学校 9月　5日 雨 0.06
東和国際交流センター 9月 10日 晴れ 0.09 南方中央運動広場 9月　5日 雨 0.08
楼台コミュニティーセンター 9月 10日 晴れ 0.07 南方総合運動場 8月 29日 晴れ 0.05
東和総合運動公園 9月　3日 曇り 0.06 南方武道伝承館 9月　5日 雨 0.05
東和勤労青少年ホーム 9月　3日 曇り 0.05 室内 西郷公民館 8月 29日 晴れ 0.05

中田

さくら幼稚園 9月　4日 晴れ 0.06 南方公民館 8月 29日 晴れ 0.06
中田幼稚園 9月　4日 晴れ 0.06 東郷公民館 8月 29日 晴れ 0.06
浅水小学校 9月　4日 晴れ 0.08

津山

つやま幼稚園 9月　6日 晴れ 0.07
宝江小学校 9月　4日 晴れ 0.06 柳津小学校 9月　6日 晴れ 0.06
加賀野小学校 9月　4日 雨 0.07 横山小学校 9月　6日 晴れ 0.07
上沼小学校 9月　4日 雨 0.08 津山中学校 9月　6日 晴れ 0.08
石森小学校 9月　4日 雨 0.07 津山林業総合センター 8月 30日 曇り 0.06 室内
中田中学校 9月　4日 晴れ 0.07 津山運動広場 8月 30日 曇り 0.08
中田球場 8月 28日 晴れ 0.05 津山河川運動場 8月 30日 曇り 0.08

※国の基本方針で示された、追加放射線量の長期的な目標は年間1ミリシーベルト。1時間当たりでは、地表から50㌢～1㍍の高さで、0.23マイクロシーベル  
トとなります。

※保育所・児童館などの測定結果については、広報とめ10月21日号でお知らせします。

市では、福島第一原子力発電所の事故
に伴う放射線量の影響について、定期
的に空間放射線量を測定しています。
測定場所は市消防署および消防署出張
所や学校、教育施設などです。測定結
果は市ホームページに掲載するととも
に、市消防署および消防署出張所の測
定値を毎日メール配信サービスにて配
信しています。

【登 録 方 法】

【情　報　料】

【問い合わせ】

市ホームページから登録する方法と、携
帯電話から右記の登録用メールアドレス
を入力して登録する方法があります。
無料
※ただし、登録やメール受信時の通信料
　や回線使用料は本人の負担となります。
総務部市長公室（広報広聴係）
☎ 0220（22）2090

登録用URL・
メールアドレス

■http://tomecity.mail-dpt.jp/（公開サイト）
■ tome@entry.mail-dpt.jp（仮登録用アドレス）

上記仮登録用アドレスを入力し、空メール
を送信してください。その後、仮登録完了
メールが送信されますので案内にしたがっ
て本登録してください。※右のQRコード
で携帯電話から読み取りもできます。

市民生活部環境課（生活環境係）　☎ 0220 （58） 5553　

　

☎
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▲横断歩道の正しい渡り方もしっかり学びました

　

幼
稚
園
児
の
交
通
安
全
教
室
が
９
月
18
日
、

迫
町
に
あ
る
北
宮
城
自
動
車
学
校
で
開
催
さ
れ
、

さ
く
ら
幼
稚
園
と
佐
沼
東
幼
稚
園
の
園
児
81
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
教
室
で
は
、

交
通
事
故
が
起
き
る
様
子
を
再
現
し
た
り
、
県

警
察
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
学
び
、

パ
ト
カ
ー
な
ど
の
搭
乗
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

横
断
歩
道
の
渡
り
方
で
は
、
信
号
機
が
青
に

な
る
と
左
右
を
確
認
し
、
元
気
に
手
を
上
げ
て

横
断
し
ま
し
た
。
搭
乗
体
験
で
は
パ
ト
カ
ー
や

白
バ
イ
、
消
防
車
に
乗
り
、
楽
し
み
な
が
ら
交

通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

迫

　

今
年
８
月
21
日
を
も
っ
て
東
和
町
米
谷
地
区

が
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
０
０
０
日
を
達
成
。

８
月
22
日
、
登
米
警
察
署
長
と
登
米
市
長
か
ら

米
谷
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
へ
交
通
死
亡
事

故
抑
止
功
労
褒
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

米
谷
地
区
で
は
、
平
成
11
年
12
月
か
ら
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
協
議
会
の

荒
川
進

す
す
む
会
長
は
、「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
０
０
０

日
の
達
成
は
、
安
全
協
会
や
交
通
安
全
母
の
会

な
ど
関
係
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
地
区
住
民
皆

さ
ん
の
協
力
で
達
成
で
き
た
大
記
録
。
今
後
も

記
録
を
更
新
で
き
る
よ
う
、
交
通
安
全
活
動
推

進
に
努
め
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

▲布施孝尚市長（右）から表彰を受ける米谷地域づくり推進協議会の荒川会長

東和

　

県
主
催
の
食
材
王
国
み
や
ぎ
「
登
米
お
い
し

い
も
の
市
」
が
９
月
２
か
ら
６
日
に
か
け
て
県

庁
１
階
玄
関
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

９
月
６
日
は
、
登
米
・
津
山
地
区
認
定
農
業
者

連
絡
協
議
会
や
登
米
町
加
工
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
の
６
人
が
参
加
。
新
鮮
な
登
米
市
産
の
ナ
ス

や
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
や
加
工
品

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
午
前
10
時
か
ら
販
売
を
開
始
。「
地

産
地
消
の
日
」
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
食
材
の
情
報
を

発
信
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
人
た
ち
が

立
ち
寄
り
、
用
意
し
た
商
品
は
ほ
ぼ
完
売
と
い

う
大
盛
況
で
、
登
米
市
の
食
材
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

▲沢登りなどのグループ活動を通じ、たくさん仲間ができました

中田

　

吉
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
平
筒
沼
見
守
り
隊

（
高
橋
正ま

さ
し司
隊
長
）
が
９
月
４
日
、
平
筒
沼
周

辺
に
案
内
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

県
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
平
筒

沼
は
、
近
隣
住
民
が
道
案
内
を
依
頼
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
、
案
内
看
板
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
見
守
り
隊
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議

を
重
ね
、
今
回
の
設
置
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
悪
天
候
で
の
作
業
で
し
た
が
、
隊

員
は
自
分
た
ち
で
手
作
り
し
た
看
板
10
枚
を
主

要
道
路
か
ら
平
筒
沼
へ
つ
な
が
る
交
差
点
に
設

置
。
設
置
に
参
加
し
た
隊
員
は
、「
こ
の
看
板

を
見
て
安
全
に
平
筒
沼
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

豊
里
地
区
の
市
民
大
運
動
会
が
９
月
１
日
、

豊
里
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
地
区
住

民
が
参
加
し
ま
し
た
。
運
動
会
は
保
育
園
・
幼

稚
園
児
た
ち
の
リ
レ
ー
や
よ
さ
こ
い
演
舞
で
始

ま
り
、
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
優
勝
を
目

指
し
て
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ど
の
種
目
も
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
応
援

席
の
地
区
テ
ン
ト
か
ら
は
大
き
な
声
援
と
拍
手

が
送
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
が

い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
熱
し
た
競
技
の
結
果
、
加
々
巻
町
内
会
が

総
合
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
第
２
位
は

下
町
町
内
会
、
第
３
位
は
仲
町
町
内
会
と
横
町

町
内
会
で
し
た
。

▲爽やかな秋晴れの下、力を合わせワッショイ

豊里

▲県庁に訪れた皆さんがたくさん立ち寄り、大盛況でした

▲悪天候の中、見守り隊が手作りした案内看板を設置しました

登米

米山

　

中
田
の
交
流
合
宿
「
八は

ち
ん
子こ

か
っ
ぱ
村
」
が
、

８
月
16
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、
国
立
花
山

青
少
年
自
然
の
家
（
栗
原
市
）
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
中
田
地
区
５
校
の
小
学

６
年
生
を
対
象
に
、
中
学
校
入
学
前
の
仲
間
づ

く
り
と
小
学
校
最
後
の
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く

り
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
１
４
２
人
が
参
加
し
、
沢
登
り
や

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動

を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
の
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
は
「
初
め
は
不

安
だ
っ
た
け
ど
、
ほ
か
の
小
学
校
の
友
達
も
た

く
さ
ん
で
き
、
大
切
な
思
い
出
に
な
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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▲講師の相澤正
まさひろ

宏さん（大崎市）のお話に子どもたちは興味津々

　

石
越
ピ
ヨ
ピ
ヨ
ま
つ
り
と
題
し
た
夏
祭
り
が

８
月
28
日
、
石
越
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
乳
幼

児
と
保
護
者
20
組
40
人
、
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
「
ま
ご
ま
ご
」
の
皆
さ
ん
が
参
加
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
「
サ
ン
サ
ン
体
操
」
を
元
気

よ
く
踊
っ
た
り
、
輪
投
げ
を
し
た
り
し
て
楽
し

く
遊
び
ま
し
た
。
水
ヨ
ー
ヨ
ー
や
バ
ル
ー
ン
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
気
に
入
っ
た
風
船
を
選
ぶ
と
、

う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
お
い
し
い
も
の
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
や
か
き
氷
が
並
び
、
子
ど
も
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ
後
、
み
ん
な
で
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

石越

　

津
山
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
ク
ッ
キ
ン
グ
〜

ケ
ー
キ
作
り
に
挑
戦
〜
」
が
８
月
23
日
、
津
山

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
調
理
を
経
験
す
る
中
で
食
に

対
す
る
興
味
関
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
夏
休
み
を
利
用
し
て
実
施
。
当
日
は
、
児
童

22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
津
山
地
区
食
生
活
改
善

推
進
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
プ
リ
ン
、
シ
チ
ュ
ー
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
一
緒
に
調
理

し
た
皆
さ
ん
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
た

ち
が
作
っ
た
料
理
で
楽
し
い
昼
食
の
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
南
方
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ
が
８
月
９
日
、

西
郷
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
登
録
児
童
38
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
、
南
方
地
区
３
小

学
校
の
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
対
象
。
１

年
間
の
活
動
を
通
し
て
自
主
性
や
協
調
性
な
ど

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
防
災
教
室
や
登
米
村

田
製
作
所
出
前
授
業
な
ど
普
段
で
き
な
い
体
験

を
数
多
く
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
魔
法
学
校
」
と

題
し
、
科
学
実
験
教
室
を
開
催
。
ド
ラ
イ
ア
イ

ス
で
ジ
ュ
ー
ス
や
ア
イ
ス
を
作
っ
た
り
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
発
射
し
た
り
と
、
次
々

に
飛
び
出
す
不
思
議
な
科
学
の
世
界
に
、
子
ど

も
た
ち
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

南方

▲

９
月
９
月
1414
、、
1515
日
に
開
催
さ
れ
た

日
に
開
催
さ
れ
た
登登と
よ
ま

と
よ
ま米米
秋
ま
つ
り
。

秋
ま
つ
り
。

１
６
７
５
年
（
延
宝
３
年
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、

１
６
７
５
年
（
延
宝
３
年
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、

平
成
平
成
2121
年
に
「
宮
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
。

年
に
「
宮
城
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
。

1414
日
宵
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
「
登
米
薪
能
」
も
宮
城
県
指
定

日
宵
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
「
登
米
薪
能
」
も
宮
城
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
と
格
調
高
い

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
と
格
調
高
い

登
米
秋
ま
つ
り
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

登
米
秋
ま
つ
り
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。（（
2121
〜〜
2323
ペ
ー
ジ
）

ペ
ー
ジ
）

▲

津山
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『
登と
よ
ま米
能
』
と
宵
祭
り

　

仙
台
藩
祖
で
あ
る
伊
達
政
宗
公
は
、
能
楽

　

仙
台
藩
祖
で
あ
る
伊
達
政
宗
公
は
、
能
楽

史
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
能
を
愛

史
上
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
能
を
愛

し
、
歴
代
藩
主
も
特
異
な
流
派
で
あ
る
金
春

し
、
歴
代
藩
主
も
特
異
な
流
派
で
あ
る
金
春

（
こ
ん
ぱ
る
）
大
蔵
流
（
後
に
大
倉
流
）
を

（
こ
ん
ぱ
る
）
大
蔵
流
（
後
に
大
倉
流
）
を

編
み
出
す
な
ど
、
能
を
重
ん
じ
て
き
ま
し

編
み
出
す
な
ど
、
能
を
重
ん
じ
て
き
ま
し

た
。
伊
達
一
門
の
登
米
伊
達
家
で
は
そ
の
大

た
。
伊
達
一
門
の
登
米
伊
達
家
で
は
そ
の
大

倉
流
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
が
現
在
継
承

倉
流
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
こ
れ
が
現
在
継
承

さ
れ
て
い
る
「
登
米
能
」
の
原
型
で
す
。

さ
れ
て
い
る
「
登
米
能
」
の
原
型
で
す
。

　

明
治

　

明
治
4141
年
に
登
米
能
の
伝
承
を
目
指
し
て

年
に
登
米
能
の
伝
承
を
目
指
し
て

発
足
し
た
登
米
謡
曲
会
に
よ
り
、
そ
の
後
の

発
足
し
た
登
米
謡
曲
会
に
よ
り
、
そ
の
後
の

た
び
重
な
る
衰
退
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
昭

た
び
重
な
る
衰
退
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
昭

和和
4545
年
の
地
元
八
幡
神
社
へ
の
奉
納
能
楽
の

年
の
地
元
八
幡
神
社
へ
の
奉
納
能
楽
の

復
活
で
再
生
。
以
来
、
秋
ま
つ
り
の
宵
祭
り

復
活
で
再
生
。
以
来
、
秋
ま
つ
り
の
宵
祭
り

で
「
薪
能
」
と
し
て
演
能
し
て
い
ま
す
。

で
「
薪
能
」
と
し
て
演
能
し
て
い
ま
す
。

　

登
米
謡
曲
会
は
、
プ
ロ
の
域
に
ま
で
届
く

　

登
米
謡
曲
会
は
、
プ
ロ
の
域
に
ま
で
届
く

高
い
レ
ベ
ル
で
伝
統
を
受
け
継
い
で
お
り
、

高
い
レ
ベ
ル
で
伝
統
を
受
け
継
い
で
お
り
、

ア
マ
チ
ュ
ア
だ
け
で
演
能
で
き
る
の
は
宮
城

ア
マ
チ
ュ
ア
だ
け
で
演
能
で
き
る
の
は
宮
城

県
で
唯
一
で
、
東
北
地
方
で
も
貴
重
な
存
在

県
で
唯
一
で
、
東
北
地
方
で
も
貴
重
な
存
在

に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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将
来
の
夢
は
小
学
校
の
保
健
の
先
生

み
ん
な
が
憧
れ
る
よ
う
な
先
生
に
な
る

　

小
学
１
年
の
時
か
ら
空
手
を
習
っ

て
い
る
成
澤
な
な
み
さ
ん
。
週
２
回
、

津
山
公
民
館
な
ど
で
練
習
を
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
憧
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
」
と

い
う
な
な
み
さ
ん
。
そ
の
人
は
、
横

山
小
学
校
に
勤
務
す
る
保
健
の
高
橋

か
お
り
先
生
で
す
。
１
年
生
の
頃
は
、

よ
く
け
が
を
し
て
保
健
室
に
行
く
こ

と
が
多
く
、
い
つ
も
優
し
く
手
当
て

を
し
て
く
れ
る
高
橋
先
生
の
姿
に
憧

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
手
当

て
し
て
く
れ
る
姿
が
と
て
も
格
好
良

か
っ
た
」
と
に
っ
こ
り
。

　
「
保
健
の
授
業
を
頑
張
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
に
憧
れ
ら
れ
る
保
健
の
先

生
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。
担

任
の
先
生
も
認
め
る
面
倒
見
の
良
さ

で
、
き
っ
と
〝
格
好
良
い
〞
保
健
の

先
生
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぼ
く
と
わ
た
し
の
夢 D

ream

さん（横山小・6年）
（津山町横山８・孝さん方）

ちゃん（2 歳）
平成23年6月19日生まれ
豊里町・山根
勇太さんの長女

　アンパンマンが大好きな
那歩ちゃん。いつもアンパ
ンマンのピアノを弾きなが
ら楽しく歌っています。最
近はお父さんとお母さんの
まねをして遊んでいます。

くん（3歳）
平成22年7月27日生まれ
迫町・中江
政行さんの次男

　いつも大好きなお兄ちゃ
んの祥

しょうたろう

太郎くんと遊んでい
る慶太くん。そんな慶太く
んはドラえもんがお気に入
り。放送がある金曜日はテ
レビから離れません。

くん（3歳）
平成22年7月11日生まれ
石越町・第14
昭広さんの長男

　ぶどうが好物の汰我くん。
そんな汰我くんは特命戦隊
ゴーバスターズの大ファン。
一人でＤＶＤを操作し夢中
になって見ています。変身
ポーズもバッチリです。

ちゃん（2 歳）
平成23年3月8日生まれ
東和町・錦織1
幸奈さんの三女

　プリキュアが好きな綺織
ちゃん。いつもきょうだい
4人で遊んでいます。最近
は運動会の歌の練習をして
いるお姉ちゃんのまねをし
て一緒に歌っています。

わが家のアイドル Kid’s

さん（25歳）
（南方町一ノ曲・うお座）

まちの若い衆 Young man何でも任せてもらえるよう
スキルアップしたい

　

１
６
３
㌢
で
Ａ
型

で
す
。

田
尻
高
校
（
現
田
尻
さ
く

ら
高
校
）
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
迫
防

災
に
入
社
し
ま
し
た
。
今
年
で
７
年
目

に
な
り
ま
す
。
電
気
工
事
部
に
所
属
し
、

住
宅
の
電
気
配
線
工
事
、
エ
ア
コ
ン
や

太
陽
光
発
電
の
設
置
、
防
災
設
備
の
点

検
、
取
り
付
け
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

電
気
関
係
の
こ
と
な
ら
何
で
も
任
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

明
る
く
元
気
。
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

大
好
き
で
す
。

　

海
釣
り
、
友
達
と
の
飲
み

会
が
多
い
で
す
。
最
近
は
温
泉
巡
り
を

し
て
い
ま
す
。

　

釣
り
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で

す
。
釣
り
歴
は
15
年
に
な
り
ま
す
。

　

明
る
く
元
気
で

し
っ
か
り
し
た
人
。

　

友
達
み
ん

な
で
温
泉
旅
行
を
計
画
し
て
、
岩
手
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年
の
予
定
は
山

形
。
毎
年
み
ん
な
で
温
泉
旅
行
に
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
北
制
覇
が

目
標
で
す
。
あ
と
は
サ
ー
フ
ィ
ン
に
挑

戦
し
た
い
で
す
。
一
度
体
験
し
て
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
自
分
の
板
を
手
に
入

れ
て
本
格
的
に
始
め
た
い
で
す
ね
。

●
11
月
号
は
俳
句
・
川
柳
で
す
。
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
10
月
10
日
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て

く
だ
さ
い
。
●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て

掲
載
し
ま
す
。

応
募
総
数
23
作
品

蟬

101

101



27 262013.10.1

※
期
限
厳
守

建
設
部
住
宅
都

市
整
備
課
（
住
宅
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け

　

付
け
で
き
ま
せ
ん
。　

迫町佐沼字中江二丁目６番地１
☎0220-22-2111

登米町寺池目子待井381番地１
☎0220-52-5051

東和町米川字六反55番地１
☎0220-53-4111

中田町上沼字西桜場18番地
☎ 0220-34-2311

豊里町小口前80番地
☎ 0225-76-4111

米山町西野字的場181番地
☎ 0220-55-2111

石越町南郷字愛宕81番地
☎ 0228-34-2111

南方町新高石浦130番地
☎ 0220-58-2111

津山町柳津字本町218番地
☎ 0225-68-3111

❶

※
原
則
と
し
て
単
身
で
の
入
居
は

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
60
歳
以

上
（
た
だ
し
、
特
例
と
し
て
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
で
50
歳
以
上

も
可
）、
身
体
障
が
い
者（
１
級
〜

４
級
）、
精
神
・
知
的
障
が
い
者

は
単
身
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
／
❸
入
居
者
全
員

に
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
／
❹

現
在
、
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
／

❺
申
込
者
ま
た
は
同
居
予
定
者
が

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
中
田
定
住
促
進
住
宅
２
号
棟

２
０
４
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
２
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
４
５
０
０
円

▼
東
和
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

３
０
３
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
３
万
５
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

５
０
５
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
５
９
０
０
円

▼
豊
里
定
住
促
進
住
宅
１
号
棟

５
０
６
号

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
２
万
５
９
０
０
円

❶
市
内
に
定
住
を

希
望
し
、
住
宅
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
／
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
／
❸
暴
力
団
員
で
な
い

こ
と
／
❹
年
収（
賞
与
お
よ
び
利

子
所
得
な
ど
で
継
続
的
な
収
入
を

含
む
）の
12
分
の
１
の
額
が
、
家

賃
の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ
と

】
1
台
の
み
、
別
途

２
０
０
０
円

各
総
合
支
所
市

民
課
ま
た
は
建
設
部
住
宅
都
市
整

備
課
（
市
役
所
中
田
庁
舎
２
階
）

10
月
15
日（
火
）

❷

▼
津
山
宮
町
住
宅
４
|
４
号（
津

山
町
柳
津
字
黄
牛
高
畑
22
番

地
１
）

　

募
集
戸
数
／
１
戸（
３
D
K
）

　

家
賃
月
額
／
１
万
１
３
０
０
円

〜
１
万
６
９
０
０
円

　

駐
車
場
／
１
台
あ
り

住
宅
に
困
っ
て
い
る

世
帯

❶
入
居
収
入
基
準

が
15
万
８
千
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い

る
世
帯
、
身
体
障
が
い
者
、
60
歳

以
上
の
人
は
21
万
４
千
円
以
下
）。

※
収
入
基
準
の
算
出
は
、
入
居
予

定
者
の
合
計
所
得
か
ら
世
帯
主
以

外
の
入
居
予
定
者
一
人
に
つ
き

38
万
円
を
控
除
し
、
12
カ
月
で
割

っ
た
金
額
で
す
／
❷
同
居
す
る
親

族
が
い
る
こ
と（
婚
姻
予
定
も
可
）。

ちゃん
（豊里町竹花・圭介さん）

くん
（豊里町新町・克幸さん）

ちゃん
（豊里町下町・貴史さん）

くん
（津山町本町一丁目・信一さん）

ちゃん
（津山町横山6・昭さん）

※（　　）内には申し出があっ
た保護者の名前を掲載していま
す。

◉
日時／10月1日（火）～31日（木）

　　　　10：00～17：00
　　　　（31日は正午まで）　
　会場／レストラン 
　入場料／無料
◉

日時／10月13日（日）
             開演14：00
　会場／大ホール　
　入場料／500 円
◉

日時／10月27日（日）
　　　　開演14：00
　会場／大ホール
　入場料／500 円（中学生以下
　　　　　無料）

登米祝祭劇場
　☎ 0220 (22) 0111　

くん
（豊里町下町・勝也さん）

ちゃん
（津山町横山7・一也さん）

　

市
で
は
、
市
内
の
飲
食
店
や
菓

子
店
な
ど
の
商
品
に
つ
い
て
、
市

内
外
に
広
く
宣
伝
し
、
市
民
お
よ

び
観
光
客
の
購
買
力
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
商
業
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

❶
20
歳
以
上
で
市
内
に

１
年
以
上
住
ん
で
い
る
❷
飲
食
店

や
菓
子
店
な
ど
に
直
接
関
わ
り
が

な
い
❸
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で

な
い
❹
サ
ポ
ー
タ
ー
の
職
務
を
積

極
的
に
履
行
で
き
る

10
人
以
内

委
嘱
の
日
か
ら
当
該
年

度
の
３
月
31
日
ま
で

❶
地
域
の
飲
食
店
や
菓

子
店
な
ど
の
情
報
収
集
に
関
す

る
こ
と（
平
成
25
年
度
に
つ
い
て

は
、「
は
っ
と
」
に
限
定
）❷
市
内

外
へ
の
宣
伝
の
検
討
に
関
す
る
こ

と
❸
市
内
お
よ
び
観
光
客
の
購
買

力
向
上
の
検
討
に
関
す
る
こ
と
❹

そ
の
他
、
市
長
が
必
要
と
認
め
た

こ
と
※
平
成
25
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
は
っ
と
」
で
す
。

❶
住
所
❷
氏
名
（
押

印
す
る
こ
と
）
❸
生
年
月
日
、
❹

電
話
番
号
❺
お
勧
め
の
お
店
と
商

品
名
を
任
意
の
様
式
に
記
入
し
、

登
米
市
役
所
中
田
庁
舎（
２
階
）

の
産
業
経
済
部
商
工
観
光
課（
商

工
業
振
興
係
）ま
で
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日（
水
）ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）

産
業

経
済
部
商
工
観
光
課

〒
９
８
７
―
０
６
０
２　

登
米
市

中
田
町
上
沼
字
西
桜
場
18

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

ＦＡＸ
０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
２

　

適
正
に
整
備
さ
れ
た
森
林
は
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温

暖
化
防
止
の
役
割
を
果
た
す
な

ど
、
人
間
や
地
球
環
境
に
と
っ
て

大
切
な
資
源
で
す
。

　

市
と
県
で
は
、
人
と
自
然
の
交

流
、
多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
広
葉
樹
の

植
林
体
験
に
参
加
で
き
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

11
月
５
日（
火
）午

前
10
時
〜
午
後
１
時（
小
雨
決
行
）

米
川
小
学
校
体
育

館
前（
東
和
町
）午

前
９
時

産

業
経
済
部
農
林
政
策
課
（
林
業
振

興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

ＦＡＸ
０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

死nourinseisaku@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

登
米
市
東
和
町
米

川
字
西
綱
木
地
内

※
集
合
場
所
か
ら
植
林
会
場
ま
で

　

は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

】 

50
人（
先
着
順
）

無
料

軍
手
、
長
靴

10
月
25
日（
金
）

 

電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
場
合

は
、
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
「
市

民
参
加
の
新
た
な
森
林
づ
く
り
参

加
希
望
」
と
明
記
し
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

　

聴
覚
障
が
い
に
関
連
し
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

　

１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
登
米

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

会
と
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

10
月
18
日（
金
）

❶
「
登
米
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
登
録
会
」
＝
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
▼
登
米
市
か
ら
の
「
防
災
」

「
防
犯
」「
お
知
ら
せ
」
な
ど
の
情

報
を
、
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

を
し
ま
す
。

❷
「
巡
回
相
談
会
＆
み
み
サ
ポ
サ

ロ
ン
」
＝
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

30
分
▼
障
が
い
に
関
す
る
相
談

は
も
ち
ろ
ん
、
通
訳
を
入
れ
て

ち
ょ
っ
と
一
息
、
気
軽
に
お
し
ゃ

べ
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
会

議
室
）

市
内
に
お
住
ま
い
の

聴
覚
障
が
い
者
ま
た
は
支
援
者
、

障
が
い
福
祉
に
興
味
の
あ
る
人

事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
当
日
会
場
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

登
米
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
登
録
会
に
参
加

さ
れ
る
場
合
、
登
録
す
る
携
帯
電

話
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
生

活
福
祉
課（
障
害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

ＦＡＸ
０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

１０月２２日（火）
　① 9：30～②11：00～③13：30～④15：00～

県東部保健福祉事務所登米地域事務所（登米保健所）

▼障害者就業・生活支援センター「ゆい」　
　☎ 0220 (21) 1011

▼福祉事務所生活福祉課 ( 障害福祉係）　
　☎ 0220 (58) 5552
※職業のあっせんではありませんのでご注意願います。
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登米図書館／☎0220（52）5330

西の窓辺へお行き
なさい
武田　鉄矢／著

人生の豊かな過ごし方
について、共感が持て
る一冊です。著者のエ
ピソードも満載です。

チャレンジトリッ
クアートアドベン
チャー
竹内　龍人／著

だまし絵やふしぎな絵。
トリックアートの世界を
体験してみましょう。

ネバーギブアップ
くすのき　しげのり／著

うでずもうに負けてば
かりのジュン。あきら
めずに強くなれるので
しょうか。

おふろにいれて
せな　けいこ／著

りゅうちゃんがおふろに
入っていると、「ぼくも
いれてくださいな。」と
やってきたのは…。

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

晴天の迷いクジラ
窪　美澄／著

自分らしく生きると
は。３人の主人公の体
験を通じて深く考えさ
せられます。

乾めんですぐにごはん
飛田　和緒／著

めん好きの方必見！！乾
めんを使った、手軽にで
きる献立が 82 点掲載さ
れています。

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８
時

　休日・夜間診療案内は下記
の番号で24時間対応してい
ます。
　☎ 0229 (24) 2267
◉ 10月の休日急患当番医・
歯科休日当番医は「広報
とめ」９月21日号に掲載
しています。

　

平
成
25
年
４
月
分
か
ら
平
成
26

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
０
４
０
円
で

す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
け
な
い
人
に
対
し
、

電
話
、
書
面
、
面
接
に
よ
り
早
期

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し

て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り
督
促
さ

れ
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で

に
納
付
が
な
い
場
合
は
、
延
滞
金

が
課
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付

義
務
の
あ
る
人（
※
）の
財
産
を
差

し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免
除
さ

れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
年
金
事
務
所
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課
窓
口
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
※
）納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本

人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を

負
う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
に
な

り
ま
す
。

古
川
年
金
事
務

所
（
国
民
年
金
課
）

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
３

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課
（
年
金

医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

❶

10
月
30
日（
水
）〜
11
月

１
日（
金
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
南
方
庁
舎
２
階
）

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
時
の

基
礎
知
識
を
中
心
に
勉
強
し
ま

す
。

パ
ソ
コ
ン（
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
ま
た
は
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ 
７
、８
）を
使
っ
た
こ
と
が

な
い
、
使
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
操

作
方
法
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
な

ど❷

11
月
13
日（
水
）〜
11
月

15
日（
金
）午
後
７
時
〜
午
後
９
時

南
方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー

（
南
方
庁
舎
２
階
）　

初
め
て
ワ
ー
ド
を
お
使

い
に
な
る
人
を
対
象
に
、
ワ
ー
ド

※
10
月
９
日（
水
）午
前
９
時
か
ら

　

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
開
館
日
＝
火
曜
日
〜
日
曜
日
・

祝
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

２
０
１
３
（
個
人
で
パ
ソ
コ
ン

持
ち
込
み
の
場
合
２
０
０
７
〜

２
０
１
０
を
含
む
）
を
使
い
、
文

字
の
入
力
、
文
書
の
作
成
や
編

集
、
イ
ラ
ス
ト
の
利
用
な
ど
、
日

常
的
な
文
書
作
成
な
ど
を
学
習
し

ま
す
。

入
門
講
習
を
受
講

し
た
人
ま
た
は
同
程
度
の
知
識
の

あ
る
人

❶
❷

市
民
ま
た
は
市
内
に

勤
務
し
て
い
る
人（
同
一
講
習
経

験
の
な
い
人
が
優
先
）

情
報
セ
ン
タ
ー

の
パ
ソ
コ
ン（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
）

を
使
用
し
ま
す
が
、
所
有
の
パ
ソ

コ
ン（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
ま

た
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
、８
）
の

持
参
で
も
可
能
で
す
。

各
18
人（
先
着
順
）

１
０
０
０
円
程
度
（
受

講
時
テ
キ
ス
ト
代
）

南

方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー「
る
る
ぱ
」

　

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。10

月
31
日（
木
）午
後
８

時
ま
で

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
）

収
納
対
策
課

総
務
部
収
納
対

策
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９　

　

平
成
25
年
度
調
停
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

▼
民
事
＝
借
入
債

務
、
過
払
返
金
、
金
銭
、
土
地
建

物
、
交
通
事
故
な
ど
▼
家
事
＝
夫

婦
、
親
子
、
扶
養
、
遺
産
、
財
産

分
与
相
続
な
ど

登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１

　

10
月
11
日（
金
）か
ら
20
日（
日
）

ま
で
の
10
日
間
、全
国
一
斉
に「
全

国
地
域
安
全
運
動
」
が
行
わ
れ
、

次
の
５
点
を
重
点
事
項
と
し
た
運

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

❶
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

止
❷
特
殊
詐
欺
（
振
り
込
め
詐
欺

な
ど
）
の
被
害
防
止
❸
自
転
車
盗

難
、
ひ
っ
た
く
り
お
よ
び
車
上
ね

ら
い
の
防
止
❹
住
宅
を
対
象
と
す

る
侵
入
犯
罪
の
防
止
❺
二
次
犯
罪

に
利
用
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
自
動

車
盗
難
の
防
止

　

市
内
で
は
、
車
上
狙
い
な
ど
の

窃
盗
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど

振
り
込
め
詐
欺
を
思
わ
せ
る
不
審

電
話
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
主
防
犯
を
心

が
け
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

佐
沼
警
察
署
・
佐
沼

地
区
防
犯
協
会
連
合
会　

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署
・
登
米
地
区
防
犯
協

会
連
合
会　

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１　

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
20
日（
日
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時（
受
け
付
け

＝
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

中
田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

9月13日（金）～10月12日（土）
☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（平成25年 8月末現在）

地区 世帯数
人口

男 女 計

迫 7,498 10,397 11,106 21,503

登米 1,827 2,470 2,723 5,193

東和 2,467 3,476 3,632 7,108

中田 4,858 7,804 8,264 16,068

豊里 2,093 3,370 3,508 6,878

米山 2,853 4,857 5,042 9,899

石越 1,619 2,634 2,719 5,353

南方 2,595 4,301 4,621 8,922

津山 1,234 1,767 1,917 3,684

合計 27,044 41,076 43,532 84,608

※平成24年7月9日から外国人住民も住民基本台
帳制度の対象になったため、上記人口・世帯
数に含まれています。

（平成25年8月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H25 H24 増減数

人身事故
発生件数 212件 209件 3件

死者数 3人 3人 0人

負傷者数 270人 248人 22人

物損事故
発生件数 1,280件 1,308件 ▲28件

※平成2５年１月からの延べ件数

………………
…………

○交差点における交通事故が後を絶ちません。
信号や標識をよく確かめて、停止場所では必
ず停止して安全確認をしましょう。

○飲酒運転による重大事故が発生しています。
「飲んだら乗るな」を徹底しましょう。

　
　

◉

10
月
20
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午登

米
公
民
館５

日
前
ま
で

◉
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
を
受
け

付
け
し
ま
す
。

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
し
て
く

　

だ
さ
い迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

１
時
間
１
２
５
０
円

◉❶

10
月
19
日（
土
）

▼
１
回
目
＝
午
後
１
時
〜
午
後
１

時
45
分
▼
２
回
目
＝
午
後
２
時
15

　

☎

◆警察署からのお知らせ◆

　

▶ ☎
▶ ☎
▶
☎

10
月
８
日（
火
）

 

午
前
10

時
〜
正
午
、
10
月
11
日（
金
）

 

午
後

７
時
〜
午
後
９
時

❷

10
月
15
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
、
10
月
18
日（
金
）

 

午
後

７
時
〜
午
後
９
時

※
受
講
日
前
日
ま
で
予
約
し
て
く

　

だ
さ
い迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
０
０
０
円

◉
　

あ
な
た
の
都
合
の
い
い
時
間
に

パ
ソ
コ
ン
を
持
参
し
て
、
相
談
に

応
じ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

使
い
方
を
指
導
し
ま
す
。

１
コ
ー
ス（
４
時
間
）

５
０
０
０
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　
「
体
験
！
広
報
力
ア
ッ
プ
講
座
」

第
２
弾
れ
べ
る
あ
っ
ぷ
編
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
や
各
団
体
の

広
報
誌
な
ど
を
、
よ
り
魅
力
的
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
実
践

的
な
講
座
で
す
。

10
月
23
日（
水
）午
後
１

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

迫
公
民
館（
大
会
議
室
）

５
０
０
円（
資
料
代
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
公
益
活

動
を
し
て
い
る
団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
お
よ
び
各
自
治
体
で
広

報
な
ど
の
担
当
を
さ
れ
て
い
る
人

30
人
程
度

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

☎
０
２
２
０（
４
４
）４
１
６
７

分
〜
午
後
３
時
▼
３
回
目
＝
午
後

３
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

豊
里
公
民
館

結
婚
を
考
え
て
い
る

本
人
ま
た
は
そ
の
家
族

結
婚
に
つ
い
て
の
悩
み

や
困
り
事
を
相
談
し
、
解
決
方
法

を
導
き
出
し
ま
す

※
結
婚
相
手
を
紹
介
す
る
も
の
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

開
催
日
の
前

日
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
るW

edding

（
受
託
業
者
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

第
９
回
「
赤
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
笑
顔
あ
つ
ま
れ
！
」
を

開
催
し
ま
す
。
い
つ
も
子
育
て
を

頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん

が
主
役
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

10
月
20
日（
日
）午
前
10

時
〜
受
け
付
け

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
（
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
）

０
か
ら
１
歳
６
カ
月

頃
ま
で
の
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

▼
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
に

よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
撮
影
会
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
の
参
加
大
歓
迎
。
写
真

は
そ
の
場
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
後
日

展
示
も
し
ま
す
）
※
先
着
40
組
▼

マ
マ
の
い
き
い
き
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ミ
ニ
講
座
▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
▼
イ
ク
メ
ン
パ
パ
コ
ー

ナ
ー

無
料

※
赤
ち
ゃ
ん
に
は
お
楽
し
み
プ
レ

　

ゼ
ン
ト
あ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す

く
す
く
保
育
研
究
所
（
担
当
＝
堀

田
）

☎
０
９
０（
２
９
９
９
）８
２
５
３

　

弁
護
士
、司
法
書
士
と
協
力
し
、

債
務
の
返
済
な
ど
に
つ
い
て
、
月

２
回
無
料
相
談
日
を
設
け
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
事
前
に
電
話
で
の
予
約
が

必
要
で
す
。10

月
11
日（
金
）、
10
月

25
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
午
後

４
時
15
分迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

11
日
＝
開
発
育
子
（
司

法
書
士
）、
25
日
＝
及
川
毅（
弁
護

士
）

※
事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

　

さ
い
。

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

産
業
経
済
部
商

工
観
光
課（
商
工
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

年
金
の
申
請
手
続
き
、
支
払
い

内
容
、
加
入
状
況
な
ど
、
年
金
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

10
月
24
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午

後
３
時
30
分

市
役
所
迫
庁
舎（
１
階
会

議
室
）

古
川
年
金
事
務

所☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
４

※
電
話
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
（
出
張
相
談
日
前
日
ま
で
）
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総
合
武
道
格
闘
家
と
し
て

国
際
大
会
で
も
活
躍

迫町・西舘

西條　龍飛さん
さいじょう りゅうひ

昭和48年生まれ　血液型／Ｂ型

　空手や柔道、中国拳法など総合武道格闘
技の道場「龍

りゅうぶかい

武會」を主宰する西條龍飛（本
名：信也）さん。これまで全国大会での優
勝はもちろん、国際大会でも活躍してきた
武道家です。歌津町（現南三陸町）出身の
西條さん。武道との出会いは小学生の時、
「ブルース・リー」に憧れ中国拳法を始め
たのがきっかけでした。総合格闘技に本格
的に取り組んだのは、高校卒業後に入隊し
た自衛隊です。西條さんは今年、けがの影
響で現役を引退。今後は指導者として後進
の指導に当たります。「どんな困難にも勇気
を持って立ち向かう精神力の大切さを伝え
たい」と、精

せい

悍
かん

な顔を引き締めていました。

６月30日に栃木県佐野市で開催された第 23 回格闘王
座決定戦で、大会最高顧問の茂木敏充経済産業大臣か
ら、武道の普及発展に尽力したとして感謝状を贈られた
西條さん

▲

９
月
15
・
16
の
２
日
間
、
登
米
祝

祭
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
劇
団
ド
リ
ー

ム
☆
キ
ッ
ズ
の
第
11
回
公
演
。
１
年

に
１
度
の
夢
舞
台
で
、
子
ど
も
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
、
躍
動
し
ま
し
た
。

今月の表紙編
集
室
か
ら

▼
広
報
紙
は
全
国
の
市
町
村
で
発
行
し
て

い
ま
す
が
、
紙
面
の
体
裁
や
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
そ
の
中
で
全
国
で
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
の
が
お
隣
、
岩
手

県
一
関
市
の
広
報
紙
で
す
。
旧
藤
沢
町
の

担
当
者
が
引
き
継
ぎ
、
毎
号
上
質
で
充
実

し
た
紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。（
遠
藤
）

▼
登と
よ
ま米

薪
能
取
材
の
時
、
森
舞
台
か
ら
帰

る
お
客
さ
ま
に
、
残
っ
て
練
習
を
し
て
い

た
登
米
高
の
野
球
部
員
が
元
気
に
あ
い
さ

つ
し
て
い
ま
し
た
。「
良
い
も
の
を
み
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
君
た
ち
は
良
い
ま
ち

に
住
ん
で
い
る
ね
」
と
い
う
や
り
取
り
に
、

な
ん
だ
か
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。（
増
子
）

▼
今
月
は
市
中
学
校
駅
伝
大
会
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
時
折
雨
が
降
る
天
候

の
中
、
チ
ー
ム
の
た
め
一
生
懸
命
に
タ
ス
キ

を
つ
な
ぐ
選
手
た
ち
。
ゴ
ー
ル
後
に
は
抱

き
合
い
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
健
闘
を
称
え
あ

う
姿
に
感
動
。
見
て
い
る
こ
ち
ら
ま
で
爽

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。（
佐
藤
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/
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